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複素上半平面上を動く複数の複素ブラウン運動を考える.共形変換によって下図のような長

方形領域の左端からスタートするブラウン運動に置き換える.このとき,領域の上端と下端に

ぶつからず,かつ各ブラウン運動のループ除去部分 (図の実線部分)が交差しないような経路の

みを考える.この重みは, ある種のグリーン関数 (境界ポアソン核)
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を成分にもつ行列の行列式で表わされることが知られており, Formin行列式と呼ばれている

[1]. この研究では,初期条件をすべてのブラウン運動がφ = π/2から出発するものとし, L→ ∞

とする. また, Lまでの途中の位置M で区切った時のM から Lまでのポアソン核は,
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0 < M < L (2)

で表され, (1), (2)から得られる行列式は, Chapman-Kolmogorovの式を満たす.このことから

多 “時刻”の相関関数を求め,この系が 2次元上の行列式点過程になっていることを発表する.

図 1: 長方形領域上のブラウン運動
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